
１
　
金
融
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
長
期
金
利
が
上
昇

長
期
金
利
を
決
定
す
る
一
つ
の
要
因
は
金
融
政
策
で
あ
る
。
金
融
引
締
政
策
の
下
で
は
長
期
金
利
は
上
昇
し
、
緩
和
政
策
の
下
で

は
低
下
す
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
逆
の
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
四
月
四
日
、
黒
田
新
日
銀
体
制
に
よ
る
第
一
回
の
金
融
政
策
決
定
会
合
で
、

従
来
の
次
元
と
異
に
す
る
大
胆
な
金
融
緩
和
政
策
が
決
定
さ
れ
た
。
決
定
会
合
の
直
後
に
長
期
金
利
は
低
下
し
た
が
、
直
ぐ
に
反
転

し
、
長
期
金
利
は
そ
の
後
、
金
融
緩
和
以
前
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
金
融
緩
和
政
策
下
で
、
長
期
金
利
は
上
昇
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

事
実
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
図
表
１
は
、
過
去
一
年
間
の
長
期
金
利
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
大
胆
な
金
融
緩
和
を
主
張
す

る
安
倍
政
権
が
成
立
す
る
と
、
長
期
金
利
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
す
る
市
場
の
期
待
を
反
映
し
て
低
下
し
、
更
に
三
月
二
一
日
の
黒

田
日
銀
総
裁
就
任
と
共
に
一
段
と
低
下
し
て
い
る
。
四
月
四
日
午
後
一
時
四
〇
分
、
新
た
な
金
融
緩
和
政
策
が
発
表
さ
れ
る
と
瞬
時

に
長
期
金
利
は
低
下
し
、
〇
・
四
二
五
％
と
過
去
最
低
の
低
金
利
と
な
っ
た
。
翌
五
日
の
午
前
中
に
は
〇
・
三
一
五
％
と
な
り
、
長

期
金
利
の
過
去
最
低
水
準
を
更
新
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
五
日
の
午
後
に
な
る
と
一
転
し
、
債
券
先
物
相
場
は
急
落
し
て
サ
ー
キ
ッ
ド
ブ
レ
ー
カ
が
二
回
発
動
さ
れ
、
現
物
の

一
〇
年
債
国
債
利
回
り
は
、
一
時
、
〇
・
六
二
％
ま
で
急
上
昇
し
た
。
長
期
金
利
の
変
動
は
こ
れ
ま
で
、
ロ
ク
イ
チ
国
債
暴
落
（
一

（1）

長
期
金
利
の
変
動
は
な
ぜ
生
じ
た
か

中
島
　
将
隆



九
八
〇
年
四
月
）・
タ
テ
ホ
シ
ョ
ッ
ク

（
一
九
八
七
年
六
月
）・
運
用
部
シ
ョ
ッ

ク
（
一
九
九
八
年
一
〇
月
）・
Ｖ
ａ
Ｒ

シ
ョ
ッ
ク
（
二
〇
〇
三
年
六
月
）
と
何

度
も
経
験
し
て
き
た
が
、
一
日
で
こ
れ

ほ
ど
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
は
無
い
。

長
期
金
利
は
四
月
か
ら
五
月
九
日
ま

で
は
〇
・
六
％
の
近
辺
で
推
移
し
て
い

た
が
、
五
月
一
五
日
に
は
〇
・
八
五
％

と
一
年
一
か
月
ぶ
り
の
高
水
準
と
な

り
、
五
月
二
三
日
に
は
、
一
時
、
一
％

ち
ょ
う
ど
ま
で
急
上
昇
し
た
。
五
月
中

頃
以
降
の
長
期
金
利
は
、
安
倍
政
権
成

立
以
前
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
（
１
）。

金
融
緩
和
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
最

大
の
課
題
で
あ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を

実
行
す
る
た
め
新
日
銀
総
裁
が
登
場

し
、
従
来
と
は
次
元
の
異
な
る
金
融
緩

（2）

図表１　長期金利の推移（2012年７月～2013年７月）
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和
政
策
が
策
定
さ
れ
た
。
に
も
か
か
ら
ず
、
長
期
金
利
は
低
下
す
る
こ
と
な
く
、
逆
に
金
融
緩
和
以
前
の
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

こ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
を
解
く
に
は
、
改
め
て
今
回
の
金
融
政
策
の
特
徴
、
金
融
緩
和
政
策
が
国
債
相
場
に
与
え
た
影
響
、
国
債
相
場
安
定
の

条
件
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

２
　
次
元
の
異
な
る
金
融
政
策
の
特
徴

（
１
）
国
債
大
量
購
入
に
よ
る
金
融
緩
和
と
デ
フ
レ
脱
却

新
日
銀
体
制
に
よ
る
四
月
四
日
の
金
融
緩
和
政
策
は
、
従
来
の
金
融
緩
和
政
策
と
比
較
し
て
量
的
規
模
が
格
段
に
大
き
い
こ
と
、

金
融
緩
和
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
総
動
員
し
た
こ
と
、
金
融
政
策
の
操
作
目
標
を
金
利
か
ら
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
に
変
更
し
た
こ

と
、
物
価
目
標
を
二
％
と
国
際
水
準
な
み
に
し
た
こ
と
、
物
価
目
標
の
達
成
時
期
を
二
年
程
度
と
明
記
し
た
こ
と
等
、
こ
う
し
た
特

徴
を
も
っ
て
い
る
の
で
、「
異
次
元
の
緩
和
政
策
」、「
量
的
・
質
的
緩
和
政
策
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
図
表
２
は
、
こ
う
し
た
金
融

緩
和
政
策
の
新
機
軸
の
要
点
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

異
次
元
緩
和
政
策
の
最
大
の
目
標
は
デ
フ
レ
脱
却
で
あ
る
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
過
去
、
一
五
年
間
に
亘
っ
て
デ
フ
レ
か
ら
脱
却

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
デ
フ
レ
脱
却
こ
そ
が
日
本
経
済
再
生
の
最
大
の
課
題
だ
と
し
て
い
る
。
デ
フ
レ
脱

却
の
た
め
物
価
目
標
を
二
％
と
し
、
目
標
達
成
時
期
を
二
年
程
度
と
明
記
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
白
川
日
銀
体
制
の
下
で
は
、
物
価
目

標
は
「
一
％
を
目
途
と
す
る
」、
時
期
に
つ
い
て
も
「
で
き
る
だ
け
早
期
」
と
単
な
る
努
力
目
標
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
安
倍
政
権
成

立
後
の
一
月
二
一
日
、
日
銀
と
政
府
の
間
で
ア
コ
ー
ド
が
成
立
し
、
日
銀
は
物
価
目
標
を
二
％
に
す
る
と
妥
協
し
た
が
、
達
成
時
期

は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
。
黒
田
新
日
銀
体
制
の
下
で
、
物
価
目
標
は
国
際
水
準
の
二
％
に
設
定
さ
れ
た
上
で
、
は
じ
め
て
達
成
時
期

（3）



が
明
記
に
さ
れ
た
。

デ
フ
レ
と
並
ん
で
日
本
を
苦
し
め
て
き
た
円
高
是
正
に
つ
い
て
は

言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
言
及
し
な
く
と
も
変
動
相
場
制
下
の

円
高
是
正
は
金
融
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
か
ら
、
国
際
摩

擦
を
回
避
す
る
た
め
、
改
め
て
円
高
是
正
と
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
異
次
元
緩
和
政
策
の
目
標
は
デ
フ
レ
脱
却
と

円
高
是
正
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
ま
ず
第
一
に
、
金
融
市
場
調
節
の

誘
導
目
標
を
金
利
（
無
担
保
コ
ー
ル
翌
日
物
）
か
ら
資
金
量
（
マ
ネ

タ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
に
変
更
し
た
。
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
（
日
銀
が
金

融
機
関
に
供
給
す
る
通
貨：

日
銀
券
発
行
高
と
日
銀
当
座
預
金
）
を

年
六
〇
兆
円
か
ら
七
〇
兆
円
増
加
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
末
の
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
は
一
三
八
兆
円
だ
か
ら
、
こ

れ
を
二
〇
一
三
年
末
に
は
二
〇
〇
兆
円
、
二
〇
一
四
年
末
に
は
二
六

〇
兆
円
に
す
る
、
つ
ま
り
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
二
年
で
二
倍
に

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
二
倍
に
す
る
た
め
、
国
債
を
大

量
に
購
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
日
銀
の
国
債

（4）

図表２　新たな量的金融緩和政策

〈
決
定
会
合
の
ポ
イ
ン
ト
〉

【
量
的
・
質
的
緩
和
導
入
】

™

物
価
２
％
上
昇
を
「
２
年
程
度
の
期
間
を
念
頭
に
置
い

て
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
」

™

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
お
よ
び
長
期
国
債
・
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
保

有
額
を
２
年
間
で
２
倍
に

™

「
量
・
質
共
に
次
元
の
違
う
金
融
緩
和
」
を
実
施

【
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
調
節
】

™

金
融
市
場
調
節
の
操
作
目
標
を
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
に

変
更
。
年
60
兆
〜
70
兆
円
で
増
え
る
よ
う
市
場
調
節

【
資
産
の
買
い
入
れ
拡
大
】

™

長
期
国
債
の
保
有
残
高
を
年
間
50
兆
円
の
ペ
ー
ス
で
増

加
さ
せ
る

™

長
期
国
債
の
買
い
入
れ
対
象
を
40
年
債
を
含
む
全
ゾ
ー

ン
。
買
い
入
れ
の
平
均
残
存
期
間
を
３
年
弱
か
ら
７
年

程
度
に

™

不
動
産
投
資
信
託
（
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
）、
上
場
投
資
信
託

（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
な
ど
リ
ス
ク
資
産
を
買
い
増
し

【
基
金
の
統
合
】

™

「
資
産
買
い
入
れ
基
金
」
を
廃
止

【
銀
行
券
ル
ー
ル
一
時
停
止
】

™

長
期
国
債
買
い
入
れ
は
「
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
な

い
」

™

政
府
の
財
政
規
律
の
確
保
を
踏
ま
え
銀
行
券
ル
ー
ル
を

一
時
停
止

【
市
場
と
対
話
】

™
市
場
参
加
者
と
の
間
で
金
融
市
場
調
節
や
取
引
全
般
に

関
し
、
密
接
に
意
見
交
換

（出所）日本経済新聞　2013年４月４日



買
入
れ
残
高
を
年
間
五
〇
兆
円
ベ
ー
ス
で
増
加
す
る
よ
う
に
買
入
れ
を
行
う
。
五
〇
兆
円
ベ
ー
ス
で
増
額
す
る
に
は
、
毎
月
の
長
期

国
債
の
買
入
れ
額
は
、
償
還
分
を
差
し
引
か
な
い
グ
ロ
ス
ベ
ー
ス
で
七
兆
円
と
な
る
。
財
務
省
が
毎
月
発
行
す
る
長
期
国
債
は
約
一

〇
兆
円
だ
か
ら
、
日
銀
は
発
行
額
の
七
割
を
買
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
買
入
れ
対
象
と
な
る
国
債
銘
柄
の
拡
大
で
あ
る
。
従
来
で
は
、「
資
産
買
入
基
金
」
に
よ
る
日
銀
の
国
債
買
入
れ
銘
柄
は

三
年
以
内
、
と
い
う
制
限
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
輪
番
オ
ペ
」
と
い
わ
れ
る
成
長
通
貨
供
給
の
た
め
の
国
債
買
入
れ
に
つ
い
て
は
、

直
近
発
行
の
二
銘
柄
を
除
く
、
と
い
う
制
約
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
制
約
を
全
て
排
除
し
て
新
発
債
も
含
め
て
全
て
の
ゾ
ー
ン
の
国

債
を
買
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

更
に
、
買
入
れ
国
債
の
平
均
残
存
期
間
も
延
長
す
る
こ
と
に
し
た
。
従
来
の
残
存
期
間
は
三
年
弱
で
あ
っ
た
が
、
買
入
れ
の
平
均

残
存
期
間
を
七
年
程
度
延
長
し
た
。
七
年
程
度
と
い
う
の
は
、
国
債
発
行
残
高
の
平
均
残
存
期
間
で
あ
る
。
平
均
残
存
期
間
を
延
長

し
た
の
は
、
銀
行
や
生
命
保
険
会
社
な
ど
国
債
を
大
量
に
保
有
し
て
い
る
金
融
機
関
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
リ
バ
ラ
ン
ス
を
促
す
た

め
で
あ
る
。
銀
行
や
生
命
保
険
会
社
な
ど
大
口
投
資
家
か
ら
買
う
べ
き
国
債
を
奪
っ
て
し
ま
え
ば
、
貸
し
出
し
や
株
式
、
外
貨
資
産

な
ど
へ
投
資
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
（
２
）。

加
え
て
、
政
府
が
財
政
規
律
を
維
持
す
る
も
の
と
前
提
し
て
、
銀
行
券
ル
ー
ル
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
に
し
た
。
銀
行
券
ル
ー
ル

と
は
通
常
の
国
債
買
い
オ
ペ
に
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
で
、
国
債
買
い
オ
ペ
は
「
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
な
い
」
こ
と
を
明
示
す
る

た
め
、
国
債
買
い
オ
ペ
額
は
日
銀
券
発
行
額
の
範
囲
内
に
留
め
る
、
と
い
う
ル
ー
ル
で
あ
る
。
銀
行
券
ル
ー
ル
に
理
論
的
根
拠
は
な

い
が
、
現
実
的
根
拠
は
あ
る
。
国
債
買
入
額
は
、
せ
め
て
、
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
ル
ー
ル
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
ル
ー
ル
も
現
実
に
は
「
資
産
買
入
基
金
」
に
よ
る
国
債
を
含
め
る
と
、
有
名
無
実
に
な
っ
て
い
た
。
重
要
な
こ
と
は
、
政

府
が
財
政
規
律
を
守
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
銀
は
政
府
を
信
頼
し
て
、
銀
行
券
ル
ー
ル
を
一
時
停
止
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

（5）



異
次
元
緩
和
政
策
は
、
政
府
が
財
政
規
律
を
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。

も
う
一
つ
、
日
銀
の
国
債
買
入
れ
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
た
。
従
来
、
日
銀
の
国
債
買
入
れ
は
「
資
産
買
入
基
金
」
と
「
輪
番
オ
ペ
」

の
二
本
立
て
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
異
な
る
ル
ー
ル
で
国
債
を
買
入
れ
て
い
た
。「
資
産
買
入
基
金
」
を
廃
止
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
、
国
債
買
入
れ
の
仕
組
み
が
理
解
し
や
す
く
な
っ
た
。

第
三
に
、
質
的
・
量
的
緩
和
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
国
債
だ
け
で
な
く
、
不
動
産
投
資
信
託
（
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
）、
上
場
投
資
信
託

（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
も
買
い
増
し
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
額
は
国
債
の
比
で
は
な
い
。
金
融
緩
和
は
国
債
の
大
量
購
入
に
依

存
し
て
い
る
。

（
２
）
高
橋
財
政
と
共
通
す
る
異
次
元
緩
和
政
策

異
次
元
の
金
融
緩
和
政
策
は
、
満
州
事
変
期
の
高
橋
財
政
と
多
く
の
点
で
共
通
し
て
い
る
。
ま
ず
、
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
日
銀
信

用
の
膨
張
に
よ
っ
て
金
融
を
緩
和
さ
せ
る
点
で
あ
る
。
高
橋
蔵
相
は
金
解
禁
後
の
デ
フ
レ
脱
出
の
た
め
、
国
債
の
日
銀
引
受
発
行
を

創
意
工
夫
し
た
。
金
解
禁
後
、
当
時
の
金
融
市
場
は
金
融
が
逼
迫
し
、
高
金
利
で
あ
っ
た
。
国
債
を
公
募
で
発
行
し
よ
う
と
し
て
も
、

金
融
機
関
に
は
国
債
を
引
き
受
け
る
資
金
が
な
い
。
そ
こ
で
、
日
銀
引
受
で
低
利
国
債
を
発
行
し
、
財
政
資
金
が
市
中
に
散
布
さ
れ

た
時
点
を
見
定
め
て
資
金
を
回
収
す
れ
ば
、
日
銀
引
受
で
も
公
募
発
行
と
同
じ
で
あ
る
。
低
利
国
債
の
日
銀
引
受
発
行
は
金
融
市
場

に
資
金
を
供
給
し
、
金
利
低
下
を
誘
導
す
る
窮
余
の
一
策
、
一
時
の
便
法
で
あ
っ
た
。

異
次
元
の
金
融
緩
和
政
策
は
、
高
橋
蔵
相
の
目
的
と
同
じ
く
、
金
融
緩
和
に
よ
る
デ
フ
レ
脱
却
を
目
標
に
し
て
い
る
。
金
融
緩
和

の
手
段
は
、
日
銀
信
用
の
膨
張
で
あ
る
。
高
橋
蔵
相
の
時
代
は
金
融
機
関
に
国
債
を
引
き
受
け
る
資
金
が
無
か
っ
た
が
、
現
在
は
金

融
機
関
が
大
量
の
国
債
を
保
有
し
て
い
る
。
日
銀
が
金
融
機
関
の
保
有
し
て
い
る
国
債
を
大
量
に
買
い
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
に
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資
金
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
日
銀
信
用
に
依
存
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

次
に
、
異
次
元
の
金
融
緩
和
政
策
も
、
高
橋
蔵
相
の
国
債
日
銀
引
受
も
、
一
時
の
臨
時
的
措
置
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
高
橋
蔵

相
は
国
債
の
日
銀
引
受
は
窮
余
の
一
策
だ
と
し
、
国
債
売
り
オ
ペ
が
成
功
す
る
ま
で
の
一
時
の
便
法
だ
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
国

債
売
り
オ
ペ
の
推
移
を
注
意
深
く
観
察
し
、
売
り
オ
ペ
が
困
難
に
な
っ
た
時
点
で
国
債
発
行
を
減
額
し
た
。
高
橋
財
政
に
よ
っ
て
デ

フ
レ
か
ら
脱
出
で
き
た
。

異
次
元
の
金
融
政
策
は
物
価
目
標
が
二
％
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
、
す
な
わ
ち
、
二
年
程
度
と
期
間
を
限
定
し
た
臨
時
措
置
で
あ

る
。
目
標
が
到
達
し
た
時
点
で
、
異
次
元
緩
和
政
策
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
臨
時
の
措
置
、
デ
フ
レ
脱
却

ま
で
の
一
時
の
便
法
に
す
ぎ
な
い
。

高
橋
蔵
相
の
デ
フ
レ
対
策
は
成
功
し
た
。
し
か
し
、
一
時
の
便
法
と
さ
れ
た
日
銀
引
受
は
、
そ
の
後
の
戦
時
拡
大
に
よ
っ
て
戦
費

調
達
の
手
段
に
変
質
し
た
。
異
次
元
の
金
融
緩
和
政
策
の
成
否
は
、
共
通
す
る
高
橋
財
政
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
。

（
３
）
金
融
政
策
の
新
機
軸

「
市
場
の
期
待
に
働
き
か
け
る
」、
こ
の
点
が
異
次
元
金
融
緩
和
政
策
の
新
機
軸
で
あ
る
。「
期
待
の
効
果
」
と
は
、
ク
ル
ー
グ
マ

ン
が
一
九
九
八
年
の
論
文
で
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
「
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
中
央
銀
行
が
イ
ン
フ
レ
目
標
を
設
定
す
れ
ば
、
イ
ン
フ

レ
期
待
が
生
ま
れ
、
デ
フ
レ
脱
却
の
道
筋
が
開
け
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
理
論
に
基
づ
い
て
、
異
次
元
の
金
融
緩
和
政
策
は
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
二
％
と
い
う
物
価
目
標
を
設
定
し
、
目
標
実
現

の
た
め
規
模
の
異
な
る
量
的
金
融
緩
和
政
策
を
行
え
ば
、
市
場
で
は
デ
フ
レ
脱
却
の
期
待
が
生
ま
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
デ

フ
レ
脱
却
の
期
待
が
生
ま
れ
る
と
、
イ
ン
フ
レ
期
待
率
は
高
ま
り
、
実
質
金
利
は
低
下
す
る
。
実
質
金
利
が
低
下
す
る
と
新
た
な
資
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金
需
要
が
発
生
す
る
。
安
倍
政
権
成
立
後
、
デ
フ
レ
脱
出
の
期
待
が
確
実
に
高
ま
っ
た
。
期
待
先
行
の
感
は
あ
る
が
、
市
場
で
は
今

回
は
異
な
る
、
と
い
う
明
る
い
話
題
が
で
て
き
た
。

期
待
イ
ン
フ
レ
率
の
算
出
に
は
様
々
の
見
方
が
あ
る
が
、
一
〇
年
物
国
債
と
物
価
連
動
国
債
の
差
を
み
る
と
、
後
掲
図
表
５
で
み

る
よ
う
に
、
安
倍
政
権
以
降
、
特
に
黒
田
日
銀
新
総
裁
就
任
後
、
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、「
期
待
の
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
金
融
政
策
で
は
、
期
待
に
働
き
か
け
る
政

策
は
無
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
期
待
に
働
き
か
け
る
政
策
は
拒
否
さ
れ
て
い
た
。
白
川
総
裁
は
辞
任
の
記
者
会
見
で
「
期
待
へ
の
働
き

掛
け
が
、
中
銀
が
言
葉
に
よ
っ
て
市
場
を
思
い
通
り
に
動
か
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
市
場
観
、
政
策
観
は
私

に
は
危
う
さ
を
感
じ
る
」
（
３
）

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
反
リ
フ
レ
派
か
ら
は
「
イ
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
と
の
批
判
も
あ
る
。
期
待
の
効
果
は
、

今
後
の
現
実
の
展
開
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

３
　
金
融
緩
和
政
策
は
国
債
相
場
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か

（
１
）
史
上
空
前
の
長
期
金
利
低
下

四
月
四
日
午
後
一
時
四
〇
分
、
日
銀
は
金
融
緩
和
政
策
の
概
要
を
発
表
し
た
。
発
表
と
同
時
に
長
期
金
利
は
急
低
下
し
、
一
時
、

一
〇
年
物
国
債
の
利
回
り
は
史
上
最
低
の
〇
・
四
二
五
％
と
な
っ
た
。
翌
日
の
午
前
中
に
は
、
長
期
金
利
は
更
に
低
下
し
、
一
時
、

〇
・
三
一
五
％
と
史
上
最
低
水
準
を
更
新
し
た
（
４
）。

日
銀
が
金
融
緩
和
政
策
を
発
表
す
る
以
前
、
緩
和
政
策
を
先
取
り
し
て
、
長
期
金
利
は
三
月
以
降
、
低
下
を
続
け
て
い
た
（
前
掲

図
表
１
）。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
融
緩
和
政
策
の
発
表
と
同
時
に
長
期
金
利
が
急
落
し
、
史
上
最
低
水
準
を
更
新
し
た
の
は
、
市

場
が
予
想
し
た
以
上
の
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
日
銀
の
国
債
買
入
れ
は
毎
年
、
五
〇
兆
円
の
純
増
と
な
れ
ば
、
毎
月
の
購
入
額
は
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七
兆
円
と
な
り
、
財
務
省
が
発
行
す
る
国
債
の
七
割
を
日
銀
が
購
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
な
れ
ば
、
市
場
で
は
国
債
の
品
不
足

と
な
っ
て
国
債
相
場
は
急
上
昇
す
る
だ
ろ
う
、
と
市
場
は
反
応
し
た
の
で
あ
る
。
黒
田
日
銀
総
裁
は
四
日
午
後
三
時
半
か
ら
始
ま
っ

た
記
者
会
見
で
「
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
全
体
の
金
利
低
下
を
促
す
た
め
」
大
規
模
な
国
債
購
入
を
行
う
、
と
述
べ
た
か
ら
、
市
場
は
一

段
の
金
利
低
下
を
予
想
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
２
）
日
銀
の
国
債
大
量
買
入
れ
が
招
い
た
長
期
金
利
上
昇

と
こ
ろ
が
、
五
日
午
後
、
事
態
は
一
変
す
る
。
過
去
最
高
値
圏
に
あ
っ
た
債
券
の
先
物
市
場
価
格
が
制
限
値
幅
一
杯
に
急
落
し
、

取
引
所
が
一
時
的
に
売
買
を
停
止
す
る
サ
ー
キ
ッ
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
が
発
動
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
サ
ー
キ
ッ
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
は
二
度
発

動
さ
れ
た
。
現
物
市
場
で
も
長
期
金
利
は
、
一
時
、
〇
・
六
二
％
ま
で
急
騰
し
た
（
５
）。

長
期
金
利
の
反
転
急
騰
は
、
そ
の
後
、
継
続
す
る
。
前
掲
図
表
１
で
み
た
よ
う
に
、
四
月
か
ら
五
月
九
日
ま
で
は
〇
・
六
％
前
後

で
長
期
金
利
は
推
移
し
て
い
た
が
、
五
月
一
〇
日
〇
・
六
九
％
、
一
三
日
〇
・
七
九
％
と
な
り
、
五
月
二
三
日
は
一
時
、
一
％
に
ま

で
上
昇
し
た
。
そ
の
後
、
〇
・
八
％
前
後
の
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
〇
・
八
％
と
い
え
ば
、
安
倍
政
権
が
成
立
す
る
以
前
の
水
準

で
あ
る
。

な
ぜ
、
大
規
模
な
金
融
緩
和
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
金
利
は
上
昇
を
続
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
市
場
関
係
者
の
証
言
を
聞
き

な
が
ら
、
原
因
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
日
銀
が
巨
額
の
国
債
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
債
の
流
動
性
が
低
下
し
た
と
の
指
摘
で
あ
る
。

「
国
債
は
こ
れ
ま
で
流
動
性
が
極
め
て
高
く
、
売
買
を
最
も
し
や
す
い
市
場
だ
っ
た
の
に
、
池
の
中
に
巨
鯨
が
入
っ
て
き
た
こ
と

で
、
流
動
性
枯
渇
へ
の
恐
怖
心
が
広
が
っ
て
き
た
」
（
６
）。
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「
流
動
性
が
薄
い
と
い
ざ
と
い
う
と
き
に
売
買
で
き
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で
は
一
〇
〇
〇
億
円
の
売
買
も
可
能
だ
っ
た
が
、
い
ま

は
そ
の
金
額
だ
と
値
が
つ
か
な
い
。
売
買
は
一
〇
〇
億
円
単
位
で
と
な
っ
て
い
る
。
国
債
の
売
買
は
株
の
よ
う
に
市
場
で
取
引
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
買
い
手
と
売
り
手
と
の
相
対
取
引
。
証
券
会
社
が
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
取
引
の
間
に
入
る
が
、
国
債
価
格
の
変

動
が
大
き
い
と
、
売
り
手
か
ら
引
き
受
け
た
価
格
と
買
い
手
に
渡
す
価
格
で
大
き
な
差
が
出
る
。
証
券
会
社
は
国
債
の
売
買
単
位
を

下
げ
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
」
（
７
）。

次
に
、
長
期
金
利
の
変
動
幅
が
大
き
い
こ
と
に
も
起
因
す
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。

「
金
利
が
高
止
ま
り
す
る
最
大
の
理
由
は
、
変
動
率
（
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
）
の
上
昇
に
あ
る
。
長
期
金
利
が
過
去
最
低
の
〇
・

三
一
五
％
か
ら
一
％
に
上
昇
す
る
な
ど
急
変
動
し
た
こ
と
で
、
本
来
な
ら
安
全
資
産
の
代
表
で
あ
る
国
債
が
高
リ
ス
ク
資
産
と
み
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
…
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
が
拡
大
す
る
と
、
証
券
会
社
は
値
下
が
り
を
警
戒
し
て
投
資
家
か
ら
大
口
の
売
り

注
文
を
受
け
な
く
な
る
」
（
８
）。

更
に
、
長
期
金
利
の
変
動
率
が
高
い
の
は
金
利
方
向
感
が
不
透
明
だ
か
ら
と
の
指
摘
で
あ
る
。

「
長
期
金
利
が
今
後
上
が
る
の
か
下
が
る
の
か
、
国
債
市
場
の
関
係
者
は
確
信
が
も
て
て
い
な
い
。
…
日
銀
が
大
量
国
債
買
入
れ

を
継
続
す
る
な
ら
低
金
利
の
ま
ま
だ
し
、
二
年
間
で
物
価
上
昇
率
二
％
を
達
成
す
る
と
信
じ
る
な
ら
金
利
上
昇
す
る
の
が
自
然
な
た

め
だ
」
（
９
）。

「
日
銀
の
金
融
政
策
が
本
当
に
景
気
を
押
し
上
げ
、
物
価
を
上
昇
さ
せ
る
の
か
、
市
場
関
係
者
の
間
で
見
方
が
わ
か
れ
て
い
る
。

…
こ
の
迷
い
で
市
場
参
加
者
が
持
つ
金
利
の
相
場
観
が
揺
ら
い
で
い
る
」
（
10
）。

「
株
高
と
円
安
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
昨
年
一
一
月
以
降
の
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
相
場
で
、
三
メ
ガ
銀
の
運
用
戦
略
は
真
二
つ
に

割
れ
た
。
残
存
期
間
が
五
年
以
上
の
長
め
の
国
債
を
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
み
ず
ほ
の
両
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
買
い
増
し
た
。
一
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方
、
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
国
債
保
有
を
圧
縮
し
、
代
わ
り
に
株
式
投
資
信
託
を
買
い
増
し
た
」
（
11
）。

市
場
関
係
者
が
指
摘
す
る
要
点
を
整
理
す
る
と
、
日
銀
の
大
量
買
入
れ
で
金
利
方
向
感
が
不
透
明
と
な
り
、
不
透
明
感
が
長
期
金

利
の
上
昇
や
変
動
率
を
拡
大
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
国
債
の
流
動
性
が
低
下
し
、
国
債
は
リ
ス
ク
資
産
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

こ
の
よ
う
に
図
式
化
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
３
）
市
場
と
の
情
報
伝
達
不
足

国
債
の
需
給
が
逼
迫
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
期
金
利
が
上
昇
し
た
理
由
は
、
国
債
の
市
場
関
係
者
が
金
利
方
向
感
を
共
有

で
き
な
か
っ
た
点
を
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
の
は
、
日
銀
と
市
場
関
係
者
と
の
間
に
対
話
が
不
足
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

異
次
元
金
融
政
策
は
、
市
場
の
期
待
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
市
場
の
期
待
は
、
日
銀
の
方
針
を
具
体
的
に
市
場
関
係

者
に
伝
え
る
対
話
に
よ
っ
て
深
ま
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
顧
問
兼
調
査
局
長
は
異
次
元
金
融
政
策
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。「
情
報
発
信
に
行
動
が
伴

う
こ
と
が
重
要
だ
。
日
本
で
も
、
情
報
伝
達
を
し
な
い
で
資
金
供
給
量
（
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
を
倍
増
し
て
も
効
果
は
な
い
。
な

ぜ
そ
う
す
る
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
期
待
を
変
え
る
に
は
注
意
深
い
情
報
伝
達
が
必
要
だ
」
（
12
）。

現
代
の
金
融
政
策
執
行

に
お
い
て
最
重
要
視
さ
れ
る
の
は
中
央
銀
行
と
市
場
関
係
者
と
の
対
話
で
あ
る
。

日
銀
が
四
月
以
降
、
情
報
伝
達
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
、
新
聞
報
道
を
整
理
し
て
み
る
。
ま
ず
、
四
月
一
一
日
、
金
融
機

関
の
幹
部
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。「
日
銀
は
市
場
と
の
対
話
に
も
一
段
と
気
を
使
い
始
め
た
。
一
一
日
夕
、
東
京
・
日
本
橋

本
石
町
の
本
店
に
資
金
供
給
先
と
な
る
金
融
機
関
な
ど
の
幹
部
約
五
〇
名
を
集
め
て
意
見
交
換
会
を
開
い
た
。「
債
券
市
場
の
ボ
ラ

（11）



テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
（
変
動
率
）
が
高
す
ぎ
る
」「
こ
れ
か
ら
も
国
債
購
入
日
は
前
も
っ
て
公
表
す
る
の
か
」「
購
入
額
を
見
直
す
考
え
は

あ
る
の
か
」
…
。
市
場
関
係
者
の
要
求
に
日
銀
幹
部
は
「
柔
軟
に
対
応
し
た
い
」
と
引
き
取
っ
た
」
（
13
）。

四
月
一
八
日
に
は
、
市
場
関
係
者
の
要
望
を
受
け
て
、
国
債
購
入
回
数
を
増
や
す
こ
と
に
し
た
。「
従
来
は
毎
月
六
回
の
オ
ペ
で

計
約
七
・
五
兆
円
を
購
入
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
五
月
か
ら
月
八
回
に
増
や
す
。
…
日
銀
は
市
場
参
加
者
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
。

市
場
の
声
を
聞
い
て
、
オ
ペ
の
手
法
の
見
直
し
を
決
め
た
」
（
14
）。

市
場
参
加
者
の
要
望
を
受
け
て
、
六
月
か
ら
オ
ペ
回
数
を
従
来
の
八
回
か
ら
一
〇
回
以
上
に
増
や
し
、
買
入
金
額
も
少
な
く
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。「
市
場
参
加
者
か
ら
の
「
よ
り
頻
繁
に
、
よ
り
小
さ
な
額
で
買
入
れ
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請
に
対
応
し
、

金
利
が
急
上
昇
し
た
と
き
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
…
日
銀
は
月
八
回
実
施
し
て
い
た
国
債
買
入
を
六
月
以
降
、
一
〇

回
以
上
に
増
や
す
考
え
を
示
し
た
。
長
期
国
債
の
買
入
れ
が
頻
繁
に
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
金
利
が
急
騰
し
て
も
、
す
ぐ
に
日
銀

は
大
量
の
資
金
で
債
券
を
買
い
、
金
利
上
昇
を
抑
え
や
す
く
な
る
。
毎
月
の
買
入
れ
回
数
が
多
い
ほ
ど
、
月
末
に
む
け
て
市
場
調
節

の
手
法
が
手
詰
ま
り
に
な
る
可
能
性
も
低
く
な
る
」
（
15
）。

日
銀
が
市
場
と
の
対
話
、
情
報
伝
達
の
努
力
を
重
ね
る
過
程
で
、
長
期
金
利
は
次
第
に
安
定
的
に
推
移
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
次
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

４
　
異
次
元
緩
和
政
策
は
絶
対
矛
盾
の
自
己
同
一

（
１
）
相
反
す
る
二
つ
の
要
求

異
次
元
緩
和
政
策
に
は
、
相
反
す
る
二
つ
の
要
求
を
内
在
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
金
利
の
引
下
げ
で
あ
る
。
黒
田
新
総
裁
は
記
者

会
見
で
金
融
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
「
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
全
体
の
金
利
低
下
を
促
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
金
融
緩
和
政
策
の
目
的
が
金

（12）



利
引
下
げ
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
金
融
緩
和
政
策
は
物
価
目
標
二
％
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
る
。
黒
田
総
裁
は

記
者
会
見
の
冒
頭
で
「
消
費
者
物
価
の
前
年
比
上
昇
率
二
％
の
「
物
価
安
定
の
目
標
」
を
、
二
年
程
度
の
期
間
を
念
頭
に
置
い
て
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、「
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
」
（
16
）

と
述
べ
て
い
る
。
物
価
目

標
二
％
が
実
現
す
れ
ば
、
物
価
は
上
昇
し
、
同
時
に
名
目
金
利
も
上
昇
す
る
。
異
次
元
金
融
緩
和
政
策
は
、
物
価
目
標
二
％
を
実
現

す
る
た
め
金
利
を
引
き
下
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
異
次
元
金
融
緩
和
政
策
は
相
反
す
る
二
つ
の
要
求
に
応
え
る
も
の
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

金
利
引
上
げ
の
た
め
、
金
利
を
引
き
下
げ
る
、
こ
れ
は
絶
対
矛
盾
の
自
己
同
一
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
に
解

決
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
対
立
物
を
止
揚
で
き
ず
解
決
不
可
能
の
二
元
論
で
終
わ
る
の
か
。

（
２
）
絶
対
矛
盾
は
止
揚
で
き
る
か

期
待
イ
ン
フ
レ
率
の
上
昇
と
名
目
金
利
の
抑
制
、
こ
の
二
つ
の
問
題
を
如
何
に
解
決
す
る
か
、
こ
の
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
名

目
金
利
の
上
昇
を
抑
え
、
期
待
イ
ン
フ
レ
率
が
二
％
上
昇
す
れ
ば
、
物
価
目
標
二
％
上
昇
は
実
現
す
る
。
期
待
イ
ン
フ
レ
率
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
次
元
を
異
に
す
る
金
融
緩
和
を
行
う
。
質
的
・
量
的
金
融
緩
和
に
よ
っ
て
市
場
の
期
待
に
働
き
か
け
る
。

一
方
、
名
目
金
利
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
日
銀
が
国
債
大
量
買
入
れ
を
行
う
。
国
債
大
量
買
入
れ
に
よ
っ
て
国
債
の
市
場
金

利
は
低
下
す
る
。
国
債
の
市
場
金
利
が
低
下
す
れ
ば
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
リ
バ
ラ
ン
ス
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
上
記
の
課
題
を
達
成
で
き
れ
ば
、
物
価
目
標
二
％
も
実
現
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
物
価
目
標
が

達
成
で
き
た
時
点
で
、
金
融
緩
和
政
策
を
解
除
す
れ
ば
、
長
期
金
利
は
物
価
目
標
・
イ
ン
フ
レ
期
待
率
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
こ
と
に
な

る
。

（13）



物
価
目
標
の
達
成
の
カ
ギ
は
、
期
待
イ
ン
フ
レ
率
の
上
昇
と
国
債
金
利
の
安
定
で
あ
っ
た
。
期
待
イ
ン
フ
レ
率
の
引
上
げ
は
、
中

央
銀
行
が
市
場
に
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
国
債
金
利
の
安
定
は
財
政
規
律
の
維
持
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
。

情
報
伝
達
に
失
敗
す
れ
ば
、
そ
し
て
、
財
政
規
律
を
喪
失
す
る
と
、
イ
ン
フ
レ
期
待
率
は
上
昇
せ
ず
、
名
目
金
利
は
上
昇
す
る
。
こ

の
場
合
、
矛
盾
は
解
決
せ
ず
、
悪
い
金
利
上
昇
と
な
る
。

（
３
）
長
期
金
利
の
乱
高
下
は
過
渡
的
現
象

長
期
金
利
の
変
動
率
が
拡
大
し
金
利
が
高
止
ま
り
に
な
っ
た
の
は
、
異
次
元
緩
和
政
策
が
内
包
す
る
異
質
の
要
求
に
戸
惑
い
、
相

反
す
る
要
求
の
解
決
方
法
の
見
定
め
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
、
と
思
う
。

五
月
か
ら
六
月
中
は
、
前
掲
図
表
１
で
み
た
よ
う
に
、
長
期
金
利
の
変
動
率
は
拡
大
し
、
長
期
金
利
は
高
止
ま
り
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
七
月
に
入
る
と
、
図
表
３
で
み
る
よ
う
に
、
長
期
金
利
の
変
動
率
は
縮
小
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
表
４
で
直
近
二
〇
日
営

業
日
の
長
期
金
利
の
推
移
を
み
る
と
、
〇
・
九
％
の
水
準
か
ら
〇
・
八
％
前
後
の
水
準
ま
で
低
下
を
続
け
て
い
る
。
長
期
金
利
は
次

第
に
落
ち
着
き
は
じ
め
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
日
銀
は
引
き
続
き
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
国
債
を
買
い
続
け
る
か
ら
、
長
期
金
利

は
更
に
低
下
す
る
と
予
想
で
き
る
。

長
期
金
利
の
高
止
ま
り
が
修
正
さ
れ
金
利
が
低
下
し
は
じ
め
た
こ
と
、
長
期
金
利
の
変
動
率
が
縮
小
し
は
じ
め
た
こ
と
、
こ
う
し

た
変
化
が
生
ま
れ
た
の
は
、
日
銀
の
市
場
関
係
者
に
対
す
る
対
話
が
成
功
し
た
か
ら
だ
と
思
う
。
今
日
の
金
融
政
策
執
行
に
際
し
て

最
重
要
点
は
、
市
場
と
の
対
話
で
あ
る
こ
と
、
情
報
伝
達
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
点
を
再
確
認
し
た
成
果
の
表
れ
だ

ろ
う
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
リ
バ
ラ
ン
ス
は
、
現
時
点
で
は
、
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

（14）
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図表３　長期国債利回り変動率の推移
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（出所）日本経済新聞　2013年７月12日

図表４　直近にみる長期金利推移（2013年７月２日～７月29日）
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な
ど
三
メ
ガ
銀
行
は
保
有
国
債
を
二
割
圧
縮
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
17
）。

ま
た
、
期
待
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
図
表
５
を
み
る
と
、
安
倍
政
権
成

立
後
、
そ
し
て
、
黒
田
日
銀
総
裁
就
任
後
、
期
待
イ
ン
フ
レ
率
は
明
ら
か

に
上
昇
し
て
い
る
。
加
え
て
六
月
、
消
費
者
物
価
は
一
四
か
月
ぶ
り
に
プ

ラ
ス
に
転
換
し
た
（
18
）。

消
費
者
物
価
は
上
昇
を
は
じ
め
た
が
、
図
表
４
で
み

た
よ
う
に
、
長
期
金
利
は
低
下
を
は
じ
め
て
い
る
。
異
次
元
金
融
緩
和
の

効
果
が
徐
々
に
発
揮
さ
れ
は
じ
め
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

５
　
財
政
健
全
化
が
異
次
元
緩
和
政
策
の
前
提
条
件

異
次
元
緩
和
政
策
は
、
財
政
健
全
化
が
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
銀

行
券
ル
ー
ル
を
一
時
停
止
に
し
た
の
は
、
政
府
が
財
政
規
律
を
順
守
す
る
、

と
い
う
信
頼
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
財
政
規
律
の
維
持
に
危
険
信
号
が
点
滅
し
は
じ
め
た
。
政

府
は
来
年
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の
引
上
げ
に
逡
巡
し
始
め
た
。

消
費
税
を
引
き
上
げ
る
と
、
景
気
回
復
や
物
価
に
悪
影
響
を
与
え
る
か
ら
、

と
い
う
理
由
で
あ
る
（
19
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
黒
田
総
裁
は
直
ち
に
反
論
し
、
七
月
二
九
日
の
日
経

新
聞
の
夕
刊
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。「
日
銀
の
黒
田
東
彦
総
裁
は
二

（16）

図表５　期待インフレ率の推移
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九
日
、
都
内
で
講
演
し
、
日
本
財
政
の
信
認
が
失
わ
れ
た
場
合
、
金
利
の
上
乗
せ
分
で
あ
る
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
の
拡
大
か
ら
長
期

金
利
が
上
昇
す
る
と
語
っ
た
。
政
府
に
よ
る
消
費
税
増
税
の
決
断
を
前
に
、
財
政
再
建
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
求
め
た
。

仮
に
消
費
税
を
引
き
上
げ
て
も
「
日
本
経
済
の
成
長
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
の
見
通
し
を
強
調
し
た
」。

日
経
グ
ル
ー
プ
の
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
が
七
月
末
に
実
施
し
た
債
券
月
次
調
査
で
も
「
債
券
市
場
で
来
年
四
月
の
増
税
を
予
想
す
る
声
は
九

割
超
。
そ
れ
だ
け
政
府
の
財
政
健
全
化
路
線
へ
の
信
頼
は
厚
い
。
も
し
来
春
の
増
税
が
見
送
ら
れ
れ
ば
、
長
期
金
利
が
上
昇
す
る
と

の
見
方
が
約
八
割
、
日
本
株
下
落
も
約
五
割
、
円
下
落
も
六
割
と
の
回
答
だ
っ
た
」
（
20
）。

消
費
増
税
の
見
送
り
は
、
債
券
市
場
の
リ
ス

ク
要
因
と
市
場
は
み
な
し
て
い
る
。

デ
フ
レ
脱
却
と
円
高
是
正
の
た
め
、
国
債
相
場
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
財
政
規
律
の
順
守
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

注：

四
月
一
二
日
、
日
本
証
券
経
済
研
究
所
主
催
の
証
券
セ
ミ
ナ
ー
で
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
国
債
相
場
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

当
日
、
会
場
か
ら
「
国
債
相
場
が
乱
高
下
し
て
い
る
の
は
何
故
か
」
と
い
う
ご
質
問
を
頂
戴
し
た
。
そ
の
時
は
、
金
融
政
策
決

定
会
合
の
直
後
で
、
市
場
全
体
の
変
化
を
理
解
で
き
ず
、
ご
質
問
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
問
題
を

考
え
続
け
て
き
た
が
、
本
稿
は
頂
い
た
ご
質
問
に
対
す
る
筆
者
の
辿
り
つ
い
た
現
時
点
の
結
論
で
あ
る
。
な
お
検
討
す
べ
き
問

題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
鋭
い
質
問
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
四
月
一
二

日
の
講
演
記
録
は
「
証
券
レ
ビ
ュ
ー
」
五
三
巻
五
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

注（
１
）

長
期
金
利
の
推
移
を
検
証
す
る
に
は
、
日
次
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
。
日
次
デ
ー
タ
は
東
京
証
券
取
引
所
、
日
本
証
券
業
協
会
が
提
供
し
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て
い
る
が
、
過
去
三
か
月
に
限
定
・
全
て
の
銘
柄
の
デ
ー
タ
、
と
い
う
制
約
が
あ
る
。
こ
の
点
、
日
本
相
互
証
券
が
公
表
し
て
い
る
「
主

要
レ
ー
ト
推
移
」
は
日
次
ベ
ー
ス
の
長
期
金
利
の
推
移
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
過
去
三
か
月
に
限
定
さ
れ
、
以
前
の
デ
ー
タ
は

利
用
不
可
能
で
あ
る
。
財
務
省
は
過
去
に
遡
っ
て
日
次
ベ
ー
ス
で
国
債
金
利
の
推
移
を
公
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
発
債
の
金
利
で
は

な
く
、
半
年
複
利
の
金
利
で
あ
る
。
日
銀
は
過
去
に
遡
っ
て
長
期
金
利
の
推
移
を
公
表
し
て
い
る
が
、
日
次
で
は
な
く
月
次
で
あ
る
。
日

次
ベ
ー
ス
の
長
期
金
利
の
推
移
を
調
べ
る
際
、
公
的
機
関
に
よ
る
デ
ー
タ
提
供
は
様
々
の
制
約
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
唯
一
、「
角
川
総

一
　
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」http://data.s-kadokaw

a.com
/

で
長
期
金
利
の
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
日

本
の
長
期
金
利
だ
け
で
な
く
、
株
価
・
為
替
相
場
に
加
え
、
日
・
米
・
独
な
ど
主
要
国
の
デ
ー
タ
が
日
次
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）

日
経
ヴ
ェ
リ
タ
ス
　
二
〇
一
三
年
四
月
二
八
日
　
三
頁

（
３
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
三
月
二
〇
日

（
４
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
四
月
五
日
、
六
日

（
５
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
四
月
六
日

（
６
）

日
経
ヴ
ェ
リ
タ
ス
　
二
〇
一
三
年
四
月
二
八
日
　
一
頁

（
７
）

「
誌
上
覆
面
座
談
会
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
一
三
年
七
月
二
日
号

（
８
）

日
経
ヴ
ェ
リ
タ
ス
　
二
〇
一
三
年
六
月
九
日
　
二
頁

（
９
）

日
経
ヴ
ェ
リ
タ
ス
　
二
〇
一
三
年
四
月
二
八
日
　
四
頁

（
10
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
五
月
一
八
日

（
11
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
五
月
一
八
日

（
12
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
七
月
二
一
日
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（
13
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
四
月
一
二
日

（
14
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
四
月
一
九
日

（
15
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
五
月
三
〇
日

（
16
）

日
本
銀
行
「
総
裁
記
者
会
見
要
旨
」
二
〇
一
三
年
四
月
五
日

（
17
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
七
月
二
六
日

（
18
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
七
月
二
八
日

（
19
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
七
月
二
七
日

（
20
）

日
経
新
聞
　
二
〇
一
三
年
七
月
三
〇
日

（
な
か
じ
ま
　
ま
さ
た
か
・
特
別
嘱
託
研
究
員
）
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